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　昭和36年に県立酪農大学校として設立さ
れ、昭和40年に財団法人中国四国酪農大学
校に改組、平成25年には公益財団法人に移
行した本校は、『経営感覚と確かな技術を
持った人材の育成』『酪農を通じて地域に
貢献できる人材の育成』『社会人としての
基礎力を備えた人材の育成』という3つの
教育理念のもと、卒業後即戦力として地域
社会に貢献できる実践的な知識と技術を身
につけた人材育成を行ってきました。これ
までに1400名弱の卒業生を輩出してきてお
り、この春、第56期生16名（男子7名、女
子9名）が酪農大学校を卒業しました。今
年は卒業生、在校生、教職員に加え保護者
の方にも参列していただき卒業生を見送る
ことができました。未だに収束の兆しが見
えない新型コロナウイルスの影響も色濃く
残る中、無事に全員送り出すことができ
ほっとしています。

第56期生一同（入学式写真）

　56期生は新型コロナウイルス感染拡大の
影響による2度の入学式の延期を乗り越え、
6月にようやく入学を迎えました。その後
も蒜山の地域学習や学外の畜産施設の見学
を自粛せざるを得ず、また、2年次の先進

農家への校外研修は地域を限定して行うな
ど、コロナ禍で2年間の学校生活を送る形
となってしまいました。この学年は大人し
い学生が多く、黙食の推奨や三密の回避と
いった感染予防のためコミュニケーション
がとりづらかったことも相まって打ち解け
るまで時間がかかっていたように思います。
そのような状況の中でも次第に絆が芽生え、
互いに支えあい励ましあいながら講義や実
習を通じて自己を研鑽し、挫けることなく
卒業の日を迎えることができました。今ま
で誰も経験したことの無いような事態の中
で思うようにいかないことも多々あったで
しょうが、この状況を共に乗り越えた仲間
たちとの絆は一生の財産です。今後、社会
人として働いていく中で困難に直面した時
もお互いに支えあいながら頑張って欲しい
と願っています。

岡山農大との交流会にて

　就農・就職状況は、酪農後継者が1名、
雇用就農が12名（うち酪農場10名、肉用牛
農場2名）、酪農ヘルパーが3名となってい
ます。このうち4名が岡山県内で就業して
おり、岡山県の畜産振興に繋がることを期
待しています。

〔酪大だより〕

第56期生が卒業しました。
公益財団法人　中国四国酪農大学校
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　昨年度から、本会において経営診断体制
と岡山県との連携を更に強化するため、経
営分析支援指導チームを結成し、より効果
的な支援指導ができる体制を構築しまし
た。農協等に、緊急性等を考慮した上で診
断が必要と思われる農家を選定してもら
い、診断を実施する農家を決定しました。
現在のところ、令和２年度分までの調査が
終了し、順次生産者へ説明を行っていると
ころですが、このたびの経営診断において、
診断の依頼目的とその内容を分類しました
ので本稿において取り急ぎご紹介させてい
ただきます。

１．経営診断の依頼目的
　診断の依頼目的は大きく分けて次の３つ
に分類されました。１つ目は経営継承に伴
う診断、２つ目は規模拡大に伴う診断、３
つ目は借入金の返済が困難な状況から経営
の見直しを図るための診断です。この３つ
の分類の各項目について内容を記載します。

（１）経営継承に伴う診断
　経営継承については、家族間継承と第
３者継承に分かれますが、昨年度は全て
家族間継承でした。家族間継承では大き
な会社で起こる経営主交代の課題とは異
なった、経営主が親から子に移る過程で
の様々な課題が浮き彫りになりました。
家族間で事業を営んでいるわけですか
ら、会社では起こりにくい問題が発生し
ます。例えば、現経営主と次期経営主は
基本的に親子間が多数を占めます。普通
の家庭でも家族間、とりわけ親子間では
様々な問題があり、世代間の考え方にあ
るギャップがその問題を発生させる要因
となっています。親は「もっと子供にしっ

かりして欲しい。でないと、継がすこと
は出来ない」、逆に子供は「親のやり方
は自分の世代には合っていない。口出し
するのはやめて欲しい」。親からしてみ
れば、自分の代で築き上げたものを考え
方も含めてしっかり継承して欲しい、自
分のやってきたやり方で経営が成り立っ
てきたのだから子供がその方針を継ぐべ
きだ、という考え方が根強く残っていま
す。これはもう経営診断の範疇を超える
ものです。いくら優良経営をしていると
いう診断結果が出たとしても、この状態
で経営継承が成された場合、経営の持続
という観点から見ると継続困難と言わざ
るを得ません。このような状況に対して
本来であれば我々が立ち入るのは困難で
すし、仕事の範疇を超える事にもなりま
す。しかしながら、ただ距離を取り見守
るだけでは何も始まらないのも事実であ
るため、機会を設けては親子間の考え方
を聴き、仕事の範疇を超えない範囲で（超
えることもありますが）アドバイスをし
ています。

（２）規模拡大に伴う診断
　（１）の継承がうまくいった場合、ICT
化された機械の導入や畜舎建設などで規
模拡大を図ろうと考える若き経営者が多
くなっています。これは、補助事業の活
用が以前より比較的容易になっているこ
とが要因の一つと考えられます。ICT化
等で規模拡大に踏み切る経営者は、「ICT
化により省力化したり生産性を向上させ
たい」という考えを持っています。もち
ろんこの考え方は間違ってはいませんが、
自身の経営状況をしっかりと把握せず、
同世代の畜産農家がICT機械を導入した

〔特集〕

経営分析支援指導チームの
活動から見えた畜産農家の現状

（一社）岡山県畜産協会　経営支援部
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からという他者との比較からのみ導入に
踏み切るのは極めて危険です。現在の畜
産情勢を見ると、コロナによる飼料運搬
貨物の停滞、飼料輸出国の天候不良によ
る作付悪化、中国の旺盛な需要、原油高、
円安、さらにはロシアのウクライナ侵攻
など複雑多岐にわたる理由を背景にいま
だかつてない飼料高騰に見舞われていま
す。このような状況において、規模を拡
大した場合、ただでさえ飼料高騰により
収益が悪化しているにもかかわらず、高
額な畜産機械の導入や畜舎建設は過剰投
資を招きかねません。飼料高騰の影響を
考慮しない経営シミュレーションであっ
ても、経営主の望む拡大の規模と本会の
診断結果とではかなり開きがあり、再検
討を促すこともありました。規模拡大を
否定するものではありませんが計画的な
投資が必要です。

（３）経営の見直しのための診断
　経営主の中には経営診断を受けたこと
がなく、直感的に経営をされている方を
見受けることがあります。そのような方
に経営診断を実施し結果を提示すると、
やっぱりそうだったか、という方が多い
のです。当然毎年確定申告を行わなけれ
ばならないため、日頃の経理事務につい
てはこまめに入力し決算書を作成されて
いますが、確定申告することが経理の仕
事だと思われている方がいます。それは
それで間違いはないのですが、その決算
書から見えてくる収益性、その要因とな
る飼養管理の課題という本質については
見過ごされているのです。その結果、関
係機関の技術指導に対して真摯に取り組
めず、結果債務超過に至ってしまうので
す。正直、そのような状態で経営診断を
受けても、手遅れということも多々あり
ます。本会も個々の農家の様々な情報を
入手し、そのようにならないように経営
主に診断を勧めますが、診断を受けるか
受けないか、また受けてもアドバイスを
真摯に受け止め、取り組むか取り組まな

いかは経営主の判断となります。例えて
言えば、経営診断は命に関わる病にかか
るのを防ぐため定期的に健康診断をする
のと同様で、診断を受けても要改善項目
を放置し、その後致命的な病巣が見つかっ
た場合、既に手遅れだということを考え
ていただきたいのです。

２．経営診断後の指導機関のあり方
　経営診断は本会にとって根幹の仕事で
す。しかしながら、経営診断を行って、
経営主が結果に納得し、技術指導を受け
入れる気持ちになったとしても、技術指
導者が高い指導能力を持ち適切な指導を
行わない限り、決して経営は改善するこ
とはありません。前述では経営診断を通
して、農家自身の課題に言及しています
が、指導者も適切な指導能力を有してい
なければ、「ただ指導しただけ」で終わっ
てしまうのです。このことに関しては本
会も含めて指導機関全体が肝に銘ずる必
要があると思います。
　現在飼料高騰により畜産業は未曾有の危
機に直面しています。農家の自助努力だけ
ではどうにもならない状況にまで来ている
と言っても過言ではありません。見守るだ
けでは多くの畜産農家がこの飼料高騰によ
り廃業を余儀なくされると想定されます。
廃業戸数を束ねた数字は単なる統計です
が、1戸1戸の廃業にはその人たちの人生が
あり、悲劇です。そのような感覚が組織全
体に行き渡るのは困難であっても、一人で
もそのような感覚を持ち合わせる指導者が
いれば指導機関の役割として機能するので
はないでしょうか。
　現在本会は今年度事業を前倒しし、昨
年度の経営調査対象農家に対して、令和３
年度の決算書を入手し始めたところです。
飼料高騰が経営に大きな影響を与えてい
ることは想像に難くありません。県の施
策に活用できるよう、データを早急に取
りまとめ関係機関に提供する予定です。
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１　はじめに
　第12回全国和牛能力共進会（以下「和牛
全共」）鹿児島大会の開催まであと半年と
なりました。
　新見地域では、本大会での上位入賞を目
指して種牛（しゅぎゅう）の部・肉牛の部
とも取り組んでいます。今回は種牛の部の
取組について、新見市のマスコットキャラ
クター「にーみん」が紹介します。

頭の葉っぱはピオーネの葉っぱ。
体はピオーネのように美味しそ
うな紫色。背中にはアテツマン
サクが咲き乱れ、お腹には桃の
形をしたふわふわの毛がある、
ピオーネから生まれた千屋牛の
子ども。

　　「にーみん」

２　候補牛が生まれるまで
　和牛全共は５年に一度開催されていて、
これまで毎回、新見地域の農家さんが出品
しているんだよ。今回の種牛の部では、新
見地域は主に「６区総合評価群」に取り組
んでいるんだ。平成30年頃から、ＪＡさん
が対象となる母牛を探し、その母牛の分娩
状況を調べ、農家さんに協力を依頼したん
だ。約300頭の母牛の調査は大変だったん
だ。その後、令和元年から、協力してくだ
さる農家さんの母牛に人工授精や、あらか
じめ採卵・凍結保存していた受精卵の移植
を行ったんだ。

３　候補牛が生まれた！
　令和３年２月から、候補牛が生まれはじ
めたんだよ。
　前回大会の教訓から、早い時期から農家
さんに分娩状況を聞き取りし、市内の農家
さんと関係機関（JA、市、家保、県民局等）
で情報を共有しながら、子牛の情報を集め
たんだ。３月下旬には第１回目の巡回を行
い、子牛の大きさを確認し、必要に応じて
ワクチン接種等を実施したんだ。また巡回
後は、関係機関で情報交換を行っているよ。

（第1回目の巡回（R ３年３月））

　その後も約２カ月に１回、関係機関で巡
回し、体測を行い、候補牛の発育を追跡し
ているんだ。５月上旬には「６区」と「特
別区」（農大・高校の部）の対象となる牛
がほぼ生まれ、７月には予定していた牛が
すべて生まれたんだ。そして８月からは畜
産研究所等の担当者も加わってもらい、巡
回しているんだ。巡回では、指導員さんや
関係機関と意見交換し、飼養管理の注意点
を農家さんに伝えているよ。
　12月には候補牛を一堂に集め、みんなで

〔県民局だより〕

第12回全国和牛能力共進会に向けて
～新見地域での取組～

備中県民局畜産第二班
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候補牛の現状を確認したよ。牛が集まった
ことで、それぞれの美点・課題点がよく確
認できたんだ。

（候補牛を集めた巡回（R ３年12月））

　和牛全共では、飼養管理に加えて、調教
技術も重要なんだよ。岡山県には高度な調
教技術があるんだ。11月には、毎年行って
いる調教講習会を和牛全共も含めた講習会
として、関係機関が開催したんだよ。
　今回、和牛全共で綱の持ち手となるのが
初めての農家さんもいて、指導員さんの説
明や実演を見聞きしながら、実技をしてい
たよ。
　また、この講習会に毎年参加している県
立新見高校の生徒さんも、実際に綱を持ち、
真剣に牛に指示を出していたよ。

（調教講習会（R ３年11月））

　このほか、関係機関が飼養管理に関する
研修会を開催したんだ。子牛が母牛になる
までの飼料の種類や量、日々の管理など、
畜産研究所等の先生から講義を受けたん
だ。農家さんは積極的に質問し、疑問に思っ
ていることを相談したんだよ。

 （飼養管理講習会（R ４年１月））

４　これから（令和４年３月）
　いよいよ、春が近づいてきたね。３月17日
に出品候補牛調査会が開催され、新見地域
の候補牛を飼育する農家さん・新見高校の
生徒さんも参加したんだ。慣れない場所や
普段見ない人の多さに、牛は少し戸惑って
いたようすだったね。調査会では、岡山県
の特徴である発育・体積を魅せるような運
動や管理をするよう、審査員から助言が
あったよ。

（出品候補牛調査会（R ４年３月））

　和牛全共まで、まだ課題はあるけど、人
も牛も、岡山県の特徴を披露すべく、大き
く、のびのびと成育してほしいと願ってい
るよ。また、農家さんや関係機関との距離
が近い、新見地域の特性を生かして、情報
を共有しながら出品に向け準備を進めてい
きたいな。
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１　はじめに
　当家畜保健衛生所（以下家保）管内には
畜種を問わず多数の大規模農場が存在し、
様々な国籍の外国人技能実習生が作業に従
事しています。令和４年１月の時点で管内
において外国人技能実習生が在籍する施設
は牛・鶏合わせて１３にのぼります（表１）。
また国籍は中国、ベトナム、フィリピンの
順に多く、６カ国６６名もの外国人技能実
習生が今や農場に欠かせない労働力として
日々の畜産を支えています。

表１ 管内の外国人技能実習生就労状況

　一方、家畜を飼養するうえで遵守すべき
飼養衛生管理基準については、国内におけ
る鳥インフルエンザ・豚熱の流行を背景に
令和２年度に法改正が行われるなど厳格化
が進んでいます。
　令和３年２月には農林水産省から「外国
語を母国語とする作業従事者への飼養衛生
管理基準の周知徹底について」が発出され、

「義務化される飼養衛生管理マニュアルの
作成等について、外国語を母国語とする作
業従事者への情報伝達に配慮して指導する
こと」との要請がなされています。
　しかし、現状様々な国から来日している

外国人技能実習生に対し、農林水産省から
提供される特定の外国語のみの定型リーフ
レットに頼るのには限界があり、家保とし
て農場の実情に合わせ多国籍に対応できる
指導方法の確立が強く求められています。

２　AI通訳機の導入
　そこで当家保では外国人技能実習生との
コミュニケーションツールとして、AI通
訳機「ポケトーク」（ソースネクスト株式
会社）を導入しました（写真１）。ポケトー
クは世界６２言語に対応し、音声による双
方向翻訳が可能となっています。また、ク
ラウド上の最新の翻訳エンジンを利用して
いることから常に情報がアップデートされ
ており、「飼養衛生管理基準」など畜産分
野における専門性の高い言語にもかなり広
く対応、翻訳が可能となっています。

写真１ AI通訳機の導入

　またポケトークの最大の特長として、通
信機能が上げられます。音声翻訳を使用し
た際、画面上に日本語の認識結果及び外国
語の翻訳結果が文章として表示されます。
文章化された翻訳履歴はクラウド上のポケ
トークセンターに保存され、パソコンでテ
キストとして編集することが可能です。
　この文章化機能を利用して日本語の文章

〔家保のページ〕

外国人技能実習生の飼養衛生管理基準
遵守意識向上に向けた取組

井笠家畜保健衛生所
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を外国語に置き換えていくことにより、容
易に外国語版の資料作成が可能となってい
ます（図１）。

図１ 外国語版資料作成例

３　AI通訳機を活用した取組
（１） 管内牛飼養農場での取組
　ポケトークを活用し、外国人技能実習生
の飼養衛生管理基準遵守意識の向上を目的
とした牛飼養農場への立入を実施しまし
た。
　現場の指導方法について試行錯誤を重ね
た結果、少人数を対象としたバーンミー
ティングの頻回実施が意思疎通には有効、
かつ効果的と判断しました。
　そこで管内で外国人技能実習生が在籍し
ている牛農場について、出身国ごとの資料
を準備のうえ立入し、少人数を対象に複数
回のバーンミーティングを実施しました

（写真２）。

写真２ 牛飼養農場への立入

　少人数のため、音声による双方向翻訳を
活用し活発な意見交換、理解度の確認がで
きること、また出身国に合わせた外国語版
資料の提供ができることから、飼養衛生管

理基準の理解度が深まり、遵守意識の向上
を図ることができました。
　また飼養衛生管理基準マニュアルについ
ても、農場毎に外国人技能実習生の出身国
に合わせて翻訳したマニュアルを作成し、
順次提供を開始しています。

( ２) 管内鶏飼養農場での取組
　外国人技能実習生を雇用する鶏飼養農場
についても、外国語版マニュアルの作成、
提供を実施しています（図２）。

図２ 鶏用中国語版飼養衛生管理基準マニュアル

　農場管理者との協議の中では重要な事項
を一目で理解できるような外国語ダイジェ
スト版リーフレットの作成要望もあり、今
後農場と協議を重ねながら、より現場に
即した資料を作成してきたいと考えていま
す。

４　今後の展望
　今回の取組の中で、これまで意思疎通に
悩んでいた農場主から飼養衛生管理基準に
限らず新型コロナ対応、搾乳マニュアル等、
様々な外国語版資料の作成、また勉強会開
催の要望を受けました。今後、飼養衛生管
理基準はもちろんのこと、外国人技能実習
生向け指導ツールとして幅広い分野での柔
軟な運用が期待されます。
　なお、今回の取組で作成している各種外
国語版資料については、要望に応じ適宜提
供可能です。地域に留まらず広く外国人作
業従事者における飼養衛生管理基準の遵守
意識向上に取り組んでいきたいと考えてい
ます。
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１　新たな改良形質「脂肪交雑形状」
　これまでの脂肪交雑を重視した改良によ
り、和牛のBMSNo.は高いレベルにありま
す。脂肪交雑は、牛肉の多汁性や柔らかさ
に影響し、おいしさに関わる大きな要因で
す。しかし、脂肪含量と関係があるため、
多過ぎると脂っこさにつながり、おいしさ
を低減させてしまいます。図１は、黒毛和
種の各BMSNo.におけるロース芯中の脂肪
含量を示しており、BMSNo.が高くなると、
脂肪含量も増加することが分かります。一
方、同じBMSNo.でも脂肪含量には違いが
あり、格付レベルを落とさずに、脂肪含量
を低減できると考えられます。

図１　ロース芯中の脂肪含量

　写真１は、どちらもBMSNo. ９のロース
芯です。同じBMSNo.でも脂肪交雑形状は
様々であり、脂肪交雑の形状が細かい「小
ザシ」もあれば、形状が粗い「粗ザシ」も
あります。消費者型官能評価では、小ザシ
牛肉は粗ザシ牛肉よりも好まれるという結
果が得られています。そこで畜産研究所で
は、おいしさに関わる形質として、脂肪交
雑形状を調査し、育種改良の可能性につい
て研究しています。今回、これまでの調査
を元に検討した結果を報告します。

写真１　同じBMSNo. ９のロース芯

２　脂肪交雑形状の解析方法
　Ｈ30年10月～Ｒ３年11月に出荷された黒
毛和種1,732頭（去勢1,218頭、雌514頭）を
対象に、枝肉カメラで枝肉断面を撮影し、
ロース芯中の脂肪交雑形状を画像解析しま
した。そして、ロース芯１㎠あたりの小ザ
シの数を「細かさ指数」、ロース芯中の総
脂肪面積における粗ザシの面積割合を「あ
らさ指数」として算出し、この２種類の指
数を用いて、脂肪交雑形状を評価しました。
細かさ指数が高いと小ザシが多く、あらさ
指数が高いと粗ザシが多いことを意味しま
す。これらの指数について、（公社）全国
和牛登録協会に依頼し、アニマルモデル
BLUP法による育種価算出を行いました。
この他にも、光学測定によりロース芯中の
脂肪含量を測定しました。

３　脂肪交雑形状と脂肪含量の関係
　脂肪含量は、細かさ指数とは相関が見ら
れませんでしたが、あらさ指数とは正の相
関が見られ、あらさ指数が高くなるほど、
つまり粗ザシになるほど、脂肪含量が増加
する傾向にありました（図２）。脂肪含量は、
BMSNo.が高くなると増加することから、
あらさ指数とBMSNo.の関係について調査
したところ、両者には弱い正の相関がある
ものの、各BMSNo.において、指数のばら

〔技術のページ〕

おいしさに関わる脂肪交雑形状の改良
岡山県農林水産総合センター　畜産研究所　育種改良研究グループ
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つきが大きいことが分かりました（図３）。
このばらつきと脂肪含量の関係を検討した
ところ、同じBMSNo.において、あらさ指
数と脂肪含量に正の相関が見られました

（図４）。したがって、脂肪交雑形状は脂肪
含量に影響を及ぼし、特に粗ザシは、脂肪
含量に及ぼす影響が大きいことが分かりま
した。

図２　脂肪交雑形状と脂肪含量の関係

図３　脂肪交雑形状とBMSNo.の関係

図４　同じBMSNo.における脂肪交雑形状と脂肪含
量の関係

４　脂肪交雑形状の育種改良の可能性
　脂肪交雑形状が育種改良可能な形質であ
るか検討するために、遺伝率や他の枝肉形
質との育種価の相関について検討しまし
た。
　遺伝率は、細かさ指数が0.267で、あらさ
指数が0.447でした。これは、他の枝肉形質
の遺伝率と比較すると、細かさ指数はやや
低いですが、あらさ指数は同程度で、遺伝
率は高いことが分かりました。
　表１は、脂肪交雑形状と枝肉形質の育種
価の相関関係を示しています。皮下脂肪厚
以外の形質は、あらさ指数と正の相関、細
かさ指数と負の相関を持つことが示されま
した。
　両指数とも育種改良が可能な形質である
と考えられますが、他の枝肉形質への負の
影響を考慮する必要があります。

表１　脂肪交雑形状と枝肉形質の育種価の相関

５　おわりに
　育種改良や飼養技術により、脂肪交雑は
飛躍的に向上し、肉質等級の高い、高品質
な牛肉が生産されている一方で、消費者か
らは脂肪交雑偏重に疑問を呈する声も出て
います。
　このような中、和牛全共での新たな審査
基準や各地のブランド牛肉の定義に脂肪酸
割合が盛り込まれているように、牛肉のお
いしさには、脂肪交雑以外の要素も関係し
ていることが分かっています。
　今回の調査結果から、脂肪交雑形状は、
脂肪含量と関係していることが分かりまし
た。他の枝肉形質への影響に留意しながら
育種改良を行い、岡山和牛のおいしさ向上
につなげたいと考えています。
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　牛伝染性リンパ腫は、牛伝染性リンパ腫ウイルス（ＢＬＶ）感染後、通常では数年の
潜伏期間を経て発症します。感染しても発症率は数％ですが、摘発頭数は年々増加し、
２０２０年には過去最多の４，１９７頭が摘発され処分されています（図１）。
　県内でも近年は年間６０頭前後で推移し、今後の増加が危惧されています（図２）。

〔技術のページ〕

牛伝染性リンパ腫（牛白血病）検査を
受けませんか！

（一社）岡山県畜産協会　家畜衛生部

　平成２８年４月から令和元年１１月までに、県内で摘発された２６７頭の摘発月齢をみる
と、乳用牛では月齢とともに増加する傾向にありますが（図３）、肉用牛では、肥育牛はと畜
検査において摘発されるため、若齢牛での摘発が多いのが特徴です（図４）。

　なお、本病に対する有効な治療法及びワクチンはなく、と畜場で発見された場合には１
頭全てが廃棄処分されることから、黒毛和種の肥育牛であれば１００万円程度の損害とな
り、肥育農家にとって大きな打撃となります。
　このことから、ＢＬＶに感染した子牛は肥育農家から敬遠され、子牛価格に影響するこ
とも十分に考えられますし、過去には肥育農家から繁殖農家が補償を求められた事例もあ
ります。

図１　年次別牛伝染性リンパ腫発生頭数（全国）

図3　乳用牛月齢別摘発頭数 図4　肉用牛月齢別摘発頭数

図2　年次別牛伝染性リンパ腫発生頭数（県内）
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　また、発症しないまでもＢＬＶに感染することで生産性の低下を招くことも知られてお
り、酪農経営においても問題となります。
　今のうちに牛伝染性リンパ腫清浄農場を目指して対策を取りませんか。
　対策の第一歩は、農場内の牛がＢＬＶに感染しているか否かを知ることからです。
　畜産協会では農林水産省の家畜生産農場衛生対策事業により検査費用の半額を助成する
とともに、感染牛を淘汰する場合に評価額の２/ ３（最高で約６３万円）を助成しています

（助成対象牛には別途条件があります）。
　検査を希望する方は家畜保健衛生所又は畜産協会までご相談ください。

〔感染防止対策〕
　ＢＬＶの感染拡大の原因は、汚染された注射針、直腸検査用手袋の連続的利用等による
人為的な伝播、感染牛の乳汁を介した伝播、分娩を介した親子間の伝播、吸血昆虫（アブ
及びサシバエ）の媒介及び直接接触による水平伝播等です。
　検査で感染牛の存在が確認された農場では、次の対策を取りましょう。

〇 注射針・直検手袋の確実な交換。
〇  除角、去勢等の出血を伴う処置での的確な止血と器具の消毒。
〇  感染牛の分娩は他の牛が接触できないように分離して行い、分娩後は特に念入りに分娩

場所を洗浄・消毒する。
〇  感染牛から生まれた子牛は、直ちに感染母牛から分離して飼育し、非感染牛由来の初乳

又は初乳製剤を給与するか、やむを得ず感染牛由来の初乳やプール初乳を給与する場合
には、ＢＬＶの感染性を失わせるため、加温器を用いて 60℃で30 分間 加温したもの又
は一度完全に凍結（家庭用冷凍庫でも処理可能）し、融解したものを給与するほか、感
染の有無を確認するため検査を行う。

〇  ＢＬＶは血液を介して伝播することから、吸血昆虫（アブ・サシバエ）対策として、感
染牛群と非感染牛群を数メートル離して分
離飼育する。間に防虫ネットを張れば更に
有効。

〇  殺虫剤や脱皮阻害剤、アブトラップの使
用、牛舎周辺の除草等により吸血昆虫を
減らす。

〇  日常作業は、機械や手指を介した伝播が起
こる可能性があるので、非感染牛群から行
うことが望ましい。

〇  感染牛は、血中ウイルス遺伝子量、年齢、
生産性等を考慮した上で、更新の優先順位
を付け淘汰に努める。

〇  子牛や繁殖牛を導入する場合、検査を行っ
て感染の有無を確認する。

※  対策の詳細については、各家畜保健衛生所
にご相談下さい。 図5　BLV感染農場における牛の配置例
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　FAX 0866-84-8233 副参事 金岡　孝和

副参事 馬場　彩
副参事 田中　静香
主　幹 福田　新
主　任 児子　友美
主　任 錦織　拓美
主　任 吉田　由紀
主　任 蛇島　武久
主　任 三宅　歩
主　事 長嶋　龍弥

高梁家畜保健衛生所 所　長 平田　祐介
　TEL 0866-22-2077 次　長 河原　貴裕
　FAX 0866-22-7882 副参事 秦　　守男

副参事 横内　淳一郎
副参事 出石　節子
主　任 水上　智秋
主　任 田中　成枝
技　師 三柳　和志

岡山県畜産関係者名簿（令和4年4月11日現在）
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部　　署 職　　名 氏　　名
津山家畜保健衛生所 所　長 橋本　尚美

次　長 守屋　吉英
　家畜衛生第一課 家畜衛生第一課長 田原　鈴子
　TEL 0868-29-0040 副参事 松馬　定子
　FAX 0868-29-3140 副参事 川口　泰治

副参事 山内　章江
副参事 中山　裕貴
副参事 片岡　まどか
副参事 福島　成紀
主　幹 笹尾　浩史
主　幹 串田　規子
主　任 光宗　仁美
主　任 大津寄　由華
主　任 長尾　伸一郎
主　事 竹内　開
技　師 西本　光佑

　家畜衛生第二課 家畜衛生第二課長 （次長兼務）
副参事 萱原　佳美
副参事 西　　淳子
副参事 岡本　雄太
主　幹 武縄　勝浩
技　師 岡田　慧
技　師 二部野　紗世
技　師 岡部　詩季
技　師 武家尾　裕司

農林水産総合センター 所　長 井上　信治
　畜産研究所 副所長 吉元　和明
　TEL 0867-27-3321
　FAX 0867-27-3333

　総務課 副参事 西村　江理子
　（畜産研究所駐在） 主　任 田邊　稔

主　任 樋口　久男

　経営技術研究室 室長（特別企画専門員） 行森　美枝
　TEL 0867-27-3322 特別研究員 白石　誠
　（企画開発Ｇ） グループ長（専門研究員） 田辺　裕司

主　事 藤田　千里
　（環境研究Ｇ） グループ長（専門研究員） 水木　剛

技　師 米澤　瑶乃

部　　署 職　　名 氏　　名
　改良技術研究室 室長（特別企画専門員） 片岡　博行
　（育種改良研究Ｇ） グループ長（専門研究員） 小田　亘
　TEL 0867-27-3221･3396 副参事 村田　和弘

副参事 高山　勲
副参事 岡本　元正
専門研究員 小林　宙
技　師 森淸　邦彦
技　師 高取　真穂
技　師 岩本　侑希子

　（養豚研究Ｇ） グループ長 ( 改良技術研究室長兼務 )
専門研究員 佐々木　真也
主　任 福島　敏道
主　任 有富　勝仁

　（繁殖システム研究Ｇ） グループ長（専門研究員） 坂部　吉彦
専門研究員 黒岩　力也
研究員 羽柴　一久

　飼養技術研究室 室長（特別企画専門員） （副所長兼務）
　（生産性向上研究Ｇ） グループ長（専門研究員） 串田　晴彦
　TEL 0867-27-3349 副参事 大平　嘉秀

副参事 杉山　卓
主　任 湛増　美好
研究員 三宅　正純
技　師 堀川　寛通

　（飼養管理研究Ｇ） グループ長（専門研究員） 高取　健治
専門研究員 高崎　緑
副参事 富田　康
副参事 福井　康勝
副参事 横山　明彦
研究員 西村　祐枝
主　任 山田　庄市
主　任 定賀　和夫
技　師 宮野　友里

県営食肉地方卸売市場 場　長 川尻　鉄也
　TEL 086-272-2138 次　長 廣田　昌男
　FAX 086-273-7729
　　　総務課 課　長 （次長兼務）

主　幹 中道　卓郎
主　幹 大上　拓郎

　　　業務課 課　長 滝本　英二
副参事 妹尾　直樹
主　任 高取　和弘
主　任 杉本　裕亮
主　任 難波　浩
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部 長
課 長
主 事
主 事 （ 再 ）
臨 時
基 幹 所 長
技 師
技 　 師
技 師
技　　師（再）
嘱 託
嘱 託
所　　長（兼）
主 幹
技 　 師
臨 時
基 幹 所 長
主 　 任
主 　 任
技 　 師
技　師（再）
臨 時
臨 時
所 長
技 　 師
技 　 師
技　　師（再）
技　　師（再）
臨 時
基 幹 所 長
技 　 師
技 　 師
技 　 師
技 　 師
技 　 師
技 　 師
技 　 師
技 　 師
技 　 師
技　　師（再）
技　　師（再）
技　　師（再）
技　　師（再）
臨 時
臨 時
所　長（兼）
主 幹
主 　 任
技 　 師
技 　 師
技　　師（再）
技　　師（再）
臨　　　　時

家 畜 部
家 畜 課
　　　　TEL　086-277-5539
　　　　FAX　086-276-1412

生 産 獣 医 療 支 援 セ ン タ ー
　　　　TEL　0867-22-1500
　　　　FAX　0867-22-1194

南 部 家 畜 診 療 所
　　　　TEL　086-943-6888
　　　　FAX　086-943-7703

西 部 基 幹 家 畜 診 療 所
　　　　TEL　0865-64-4141
　　　　FAX　0865-64-2926

西 部 家 畜 診 療 所
　　　　TEL　0866-22-2211
　　　　FAX　0866-22-0358

北 部 基 幹 家 畜 診 療 所
　　　　TEL　0868-26-1112
　　　　FAX　0868-26-6632

蒜 山 家 畜 診 療 所
　　　　TEL　0867-66-2517
　　　　FAX　0867-66-4626

日　下　知加久
江　草　佳　彦
石　川　貴　章
鴨　井　敏　則
川　岡　典　子
西　川　達　也
齊 藤 　 愛
宇　野　　　進
八　木　　　梓
森　本　高　輝
亀　森　泰　之
山 形 真 由
西　川　達　也
大　屋　卓　志
金　子　愛　弥
岡　本　麻　衣
大 谷 香 里
根　木　慶　彦
石　田　和　子
赤　松　優　美
前　原　健　成
瀬良田　祐　子
齋　藤　聡　子
水　戸　康　明
越　本　時　貴
田　中　陽　生
正　木　丈　博
畦　崎　正　典
中　笹　良　恵
椿　　　　　修
篠　原　健　志
守　屋　ひか理
広　瀬　水彩子
築　山　嘉　輝
宮　本　翔　也
柴　田　　　薫
新 里 実 子
伊 藤 　 友
堀 間 大 我
植　月　義　友
影　山　　　毅
杉　山　　　定
西　山　　　篤
小　林　直　子
福　田　佳　子
椿　　　　　修
谷　　　拓　海
神　田　遥　子
後　藤　友　樹
齋　喜　宣　孝
金　盛　隆　志
犬　間　一　郎
宮　本　美佐枝

岡山県農業共済組合 令和4年4月1日
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全農岡山県本部 畜産部 組織図

全農岡山県本部 畜産部 人事配置　　　　　　　　　　 　令和 4 年 4 月 1 日現在

部・課 職　名 氏　名 備　考

畜産部
部　　長 山　本　高　宏

次　　長 藤　原　　　哲

畜産販売課
（086-296-5033）
（086-280-5024）

課　　長 暮地岩　有　斗

専任課長 堀　田　文　博

専任課長 大　森　康　弘

阿　食　赳　正

岡　田　知　里

成　松　真奈美

柿　本　真　奈

松　本　英　梨

太　田　裕　之

難　波　智　明

原　　　千　秋

岡山 GP センター
（086-292-5307） 

センター長 大　森　康　弘 兼　　務

ミートセンター
（086-296-5088）

センター長 藤　原　　　哲 兼　　務

木　下　貴　博

中　村　倫　政 兼　　務

川　上　圭　太

井　上　清　志

廣　重　和　秀

中　本　航　輝

はなやか精肉店
（086-222-2560）

店　　長 堀　田　文　博 兼　　務

中　村　倫　政

岸　田　健　介

畜産生産課
（086-280-5608）

課　　長 宰　務　研　吾

小　野　皆　人

妹　尾　侑　斗

小　椋　一　広

植　田　淑　江

難　波　智　明 兼　　務

道　繁　　　要

総合家畜市場
（0867-42-5333）

場　　長 中　村　　　健

小　野　皆　人 兼　　務

小　椋　一　広 兼　　務

植　田　淑　江 兼　　務

畜産部

岡山 GP センター

ミートセンター畜産販売課

はなやか精肉店

総合家畜市場畜産生産課
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企画管理部　（TEL  086-221-0511）
　　　　　　（FAX  086-234-6031）

　　審 議 役　築山　伴文
　　審 議 役　小山　雅子
　　主　　事　井戸本由美

経営支援部

　　部　　長　藤原　裕士
　経営対策班（TEL  086-222-8575）
　　　　　　　（FAX  086-234-6031）
　　班　　長　砂原　一彦
　　調 査 役　井上　睦恵
　　調 査 役　池見　　亮
　　技　　師　高尾　奈々
　　参　　与　本松　秀敏

　価格対策班（TEL  086-234-5981）
　　　　　　　（FAX  086-223-4755）
　　班　　長　築山　伴文（兼務）
　　技　　師　川崎　はづき
　　嘱託職員　和田　直美
　　参　　与　西家　純一（兼務）

　家畜衛生部（TEL  086-232-8442）
　　　　　　　（FAX  086-234-6031）

　　部　　長　河原　宏一
　　参　　与　大塚　武宣
　　参　　与　西村　一道　
　　参　　与　西家　純一
　　参　　与　井戸　昭一
　　臨時職員　西林　由子

　　　家畜衛生管理センター
　　　（TEL  0867-27-3101）
　　　（FAX  0867-27-3102）

　　臨時職員　佐々木　太
　　臨時職員　宮本　敦已

　　　生乳検査センター
　　　（TEL  0868-54-7366）
　　　（FAX  0868-54-7368）
 
　　所　　長　小田　頼政
　　副調査役　田中　恭子
　　嘱託職員　本田　正司
　　嘱託職員　藤堂ゆみ惠
　　嘱託職員　池田　祥子
　　臨時職員　巻島　真弓

令和 4年度　一般社団法人岡山県畜産協会組織図
（令和 4年 4月1日）

代表理事会長
柴田　範彦

副 会 長
長恒泰治

専 務 理 事
（事務局長）
中塚陽二郎



18

岡山県畜産関係各種協議会名簿一覧
（令和４年4月1日現在）

名　　称

岡山県家畜人工授精師協会

岡山県酪農乳業協会

岡山県産牛肉銘柄推進協議会

岡山県産豚肉消費促進協議会

岡山県養鶏協会

岡山県ふ卵協会

岡山県装削蹄師会

岡山県養蜂組合連合会

岡山県和牛子牛資質向上対策協議会

岡山県馬事畜産振興協議会

岡山県養豚振興協会

岡山県コントラクター協議会

事　務　局　

岡山県畜産課

おかやま酪農業協同組合

全農岡山県本部畜産部

全農岡山県本部畜産部

烏城養鶏農業協同組合

烏城養鶏農業協同組合

岡山県農業共済組合

鈴木養蜂場

岡山県畜産協会

岡山県畜産協会

岡山県畜産協会

岡山県畜産協会

会　長

狩谷　和宏

長恒　泰治

藤原　雅人

藤原　雅人

安原　健二

山上祐一郎

平井　計行

鈴木　康正

山本　高宏

柴田　範彦

菱川大二郎

石原　聖康



閉所となった真庭家保の外観

津山家畜保健衛生所

蒜山高原とジャージー牛

19

　真庭家畜保健衛生所は、昭和 46 年に勝
山家畜保健衛生所として開所し、その後
約 50 年間にわたり、真庭地域の家畜衛生
や畜産振興に携わってきました。
　このたび、令和４年３月 31 日を持って
事務所は閉所となり、４月に津山家畜保
健衛生所と統合いたしました。
　この統合によって組織体制の充実強化
を図り、専門性を持った防疫活動や生産
振興が出来ることと期待されています。
　今後、新「津山家畜保健衛生所｣ とし
てより一層地域の畜産をもり立てていき
ますので、よろしくお願いします。

図１　統合後の岡山県の家保の配置

岡山県農林水産部畜産課

〔お知らせ〕

～真庭・津山家畜保健衛生所が統合しました～
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れたものも散見されましたが、全体とし
ては肉質も良く、肉付きのバランスも整っ
ていました。
　審査の結果、最優秀賞に、岡山ＪＡ畜
産（株）吉備農場 ( 首席 )、荒戸山 SPF 農場、
美星農場の出品豚３点をはじめ、優秀賞
１２点、優良賞１５点を選定しました。
　豚熱や新型コロナウイルスの感染拡大
等、生産者の方々の不安も大きいところ
ではございますが、巣ごもり需要もあり
豚肉の消費は堅調に推移しているところ
です。その後に実施されたセリでは、最
優秀賞首席の単価が６５０円 / ｋｇを付
けました。　
　今後とも、より安全・安心で高品質な
豚肉生産に努めて頂きますようお願いし
ます。

　岡山県養豚振興協会では、令和４年２
月２８日から３月２日にかけて、岡山県
営食肉地方卸売市場で第５７回豚枝肉共
励会を（事務局　岡山県畜産協会）を開
催しました。
　今回は、４農場から２頭１組とした30組、
計60頭の出品があり、品種の内訳としては、
ＬＷＤが２６組、ケンボローが４組で、性
別では雌が２５組、去勢が５組でした。
　出品された豚枝肉は公益社団法人日本
食肉格付協会の豚枝肉取引規格及び豚枝
肉共励会審査基準をもとに５人の審査員
が総合的に審査しました。
　平均出荷日齢は、１７５．１日、平均枝
肉重量７７．０ｋｇ、上物率８０．０％と
質の高い枝肉が多く出品されていました。
今回は、枝肉重量の過大により格下げさ

〔ニュース〕

最優秀賞首席は、吉備農場（岡山ＪA畜産株式会社）
～第５７回豚枝肉共励会：岡山県養豚振興協会主催～



　配合飼料や輸入乾牧草の高騰が止まらない。その要因は
多岐にわたり、中長期的にも見通しがつかない。コロナ禍やウ
クライナ侵攻の影響もあり、食料安保の観点からも我が国の弱
点が露呈したと言える。国は、早急に食料自給体制の再構築
のため、考えられるすべての施策を講じるべきだ。
　また、農家が再生産可能な対価を確保できるよう、加工や流
通業界への支援や消費者の理解醸成も欠かせない。末端の
農業者に対応や責任を丸投げすることなく、持続可能な産業
としての農業を維持するため、国や県、関係団体等が当事者
意識をもって汗をかくのは今だ。（Y.N）

あとがき

発行人　柴田範彦　　　編集人　中塚陽二郎  
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〔技術のページ〕
牛伝染性リンパ腫（牛白血病）検査を受けませんか！
　　 （一社）岡山県畜産協会　家畜衛生部 10

〔人事関係〕
　岡山県畜産関係者名簿 12
　岡山県農業共済組合 14
　全農岡山県本部畜産部 15
　おかやま酪農業協同組合 16
　一般社団法人岡山県畜産協会 17
　岡山県畜産関係各種協議会 18

〔お知らせ〕
　～真庭・津山家畜保健衛生所が統合しました～
　岡山県農林水産部畜産課 19

〔ニュース〕
最優秀賞首席は、吉備農場（岡山JA畜産株式会社）
～第57回豚枝肉共励会～

　　岡山県養豚振興協会 20

〔酪大だより〕
第56期生が卒業しました
　　 （公財）中国四国酪農大学校 1

〔特　集〕
経営分析支援指導チームの活動から見えた
畜産農家の現状　
　　 （一社）岡山県畜産協会　経営支援部 2

〔県民局だより〕
　第12回全国和牛能力共進会に向けて
　～新見地域での取組～
　　　備中県民局畜産第二班 4

〔家保のページ〕
　外国人技能実習生の飼養衛生管理基準
　遵守意識向上に向けた取組
　　　井笠家畜保健衛生所 6

〔技術のページ〕
　おいしさに関わる脂肪交雑形状の改良
　　　畜産研究所　育種改良研究グループ 8


